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創立４８周年記念夜間例会

煙次週予定

来賓卓話「市立病院改革プラン」
留萌市立病院事務部

部長 鈴木 鉄男様

ご夫人誕生日

２月２３日 遠藤 正子

焔 ２月２日（月）に第８回定例理事会を開催し
ました。報告事項１件、協議事項３件を承認
しました。
・・１月３１日末のクラブ収支報告について承認。
・・３月～６月のプログラムを承認。
・・創立記念夜間例会について承認。会員には
ＦＡＸにて知らせる。
・・中学生を対象に職場体験学習への協力の件、
職業奉仕委員会からの提案事項「地域の教
育力を最大限に活用した職場体験学習」承
認。

焔 国際ロータリーとロータリー財団から２００７
～２００８年度年次報告が届いておりますので回
覧いたします。

１）ＲＩ日本事務局より下期人頭分担金の振込
み領収書を受領しました。
２）深川ＲＣ、芦別ＲＣより２月例会の案内を
受領しました。
３）ガバナー月信２月号本日配付いたします。
４）次年度の会長研修会、地区研修会の書類を
受領、会長エレクトにお渡しいたします。
５）抜筆のつづりを受領、本日配付します。
６）ロータリーの友事務局より次年度のロータ
リー手帳の予約が来ています。必要な会員は
幹事まで。（１冊６３０円）

会報受領先
・・深川ＲＣ №２４３２号～№２４３４号
・・芦別ＲＣ №２４８０号～№２４８３号
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会員総数………………４３名
出免会員………………４名
出免出席………………１名
出席会員………………３０名
出席率……………７５．００％

第２７回 １月２１日

出席会員………………３１名
メイクアップ…………４名
修正出席率………８０．００％
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ゲスト
留萌市長 高橋 定敏様

親睦活動委員会 大嶋委員
２月１８日の創立記念夜間例会は午後６時３０分
点鐘で、いちばんかんにて開催されます。会費
は１０００円です。料理の都合上、出欠を取ってお
りますので会員皆様の都合をお知らせ下さい。
既に皆様にはＦＡＸにて送信しておりますので、
宜しくお願いします。

会員研修委員会 平井委員
「２月は創立記念の月、思いを深めたい事二つ」
２月は一年中で最も寒い季節である。創始者
ポールハリスが３人の友人と最初の会合を持っ
たのは、１９０５年２月２３日の厳冬の夜だったと言
う。そして２月は「世界理解月間」であり、２３
日がロータリー創立記念日および世界理解と平
和の日と決められている。
シカゴ・ディアポン街ユニティビルでの４人
の仲間の会合で始められたロータリーは１０４年
経た今日、世界の２００以上の国と地域に広めら
れ、クラブ数３３，２３０有余、会員総数約１２３万人に
達している。幾多の変遷を経て今日に至ってい
るが、この間、ロータリアンはロータリーの綱
領を確りと心に刻んでロータリー活動に取り組
んできたのである。ロータリーの綱領は申すま
でもなく、有益な事業の基礎として奉仕の理想
を鼓吹育成することにあるとして次の事項が挙
げられている。先ず奉仕の機会として知り合い
を広めることが掲げられ、職業奉仕・社会奉仕
が示され、最後に奉仕の理想に結ばれたロータ
リアンの世界的親交によって、国際間の理解と
親善と平和を推進する事、と謳われている。究
極、国際理解と世界平和の達成にまで献身する
ロータリーの役割を、この特別月間に改めて強
く意識したいものです。
次に、留萌ロータリークラブの創立日は１９６１

年２月１日である。以来４８年、発展の歴史を刻
む中で実に多くの仲間が入会し、ロータリアン
として成長し、活動を続け、それぞれの事情も
あってクラブを去られたことになる。
ここでクラブメンバーの一人ひとりが縁あっ
て、留萌クラブに入会された時に視点を合わせ
てみよう。「一人の新会員の入会によって、そ
のクラブは新しいクラブになる」と言われるほ
ど、一人の仲間が増えることがクラブ発展にど
れだけ貢献するか計り知れない。しかしその陰
には、必ず熱心に入会を奨められた紹介者がい
る。そしてスポンサーとして責任を抱えてくれ
る先輩会員がいる。さらに入会に際しては、ク
ラブメンバー全員の好意に基づく賛意を頂く事
になる。一人でも反対があれば、クラブへの入
会は難しい仕組みがロータリーにはあるからで
す。
我々ロータリアンは、クラブ創立の日に思い
を寄せて、往時を偲びながら未来に思いを馳せ
ていく。私は思う。クラブ創立月はロータリア
ン一人ひとりが、「ロータリーに誘ってくれた
友人に感謝する」機会とも捉えてはどうだろう
か。

・・２月に入りました 次回は創立夜間例会です
どうぞよろしくお願いします 齋藤会長

前 回 ５０９，５００円
今 回 ２，０００円
累 計 ５１１，５００円

「財政危機を乗り越える」

留萌市長 高橋 定敏様
国際ロータリーのテーマ「夢をかたちに」の
もと活動されている皆様の前で、留萌市の財政
危機を乗り越えるという話をさせて頂くという
のは如何なものかと思いますが、今私どもの財
政の危機的状況は、まさにこの国の財政危機が
地方に大きく影響しています。世界が金融危機
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によって大きく動いている事は皆様ご承知の通
りでございます。今日は立春と言う事でいつも
と違い春のような陽気ですが、日本は春のよう
でもイギリスでは毎日が猛吹雪というニュース
が流れていて、ここ数十年ないくらいの、総て
の学校が休校しなければならないという異常気
象だそうです。イランのニュースで、テヘラン
では雪が降っているという、これも異常気象で
す。しかしこの異常気象の中で、それぞれの国
が夢を持って、それぞれの国民のために夢をか
たちに換える。奉仕をしながら、世界平和を求
めながら、地域社会に貢献をしながらひとつひ
とつ夢をかたちに換える。ある意味、私たちの
知らない中で世界は動いています。
日本とアメリカとの関係、より一層新たな深
い絆で、オバマ大統領と日本の麻生首相が電話
で会談をしたようでありますけれど、世界経済
の中でロシアも経済政策を大きく変えそうです。
先程イランの話をしましたが、大変驚いたのは
イランで初めて宇宙衛星ロケット、人工衛星の
打ち上げに成功したとのニュースです。ある意
味でその人工衛星が軍事目的に使われたら大変
だと、誰もが思っている事で、昨年はインドが
宇宙衛星の打ち上げに成功しております。イン
ドの打ち上げにはロシアの技術力、ロシアの技
術者で打ち上げられました。今宇宙では、アメ
リカや世界の国々の夢をかたちに、ある意味世
界戦略としてそれぞれの国家戦略として宇宙衛
星を上げる時代です。日本でも幾つか人工衛星
を上げていますが、特に、２００６年に上げている
大地でも気象観測衛星となっていますので、そ
ういう意味では日本はまだまだ、技術的には高
いレベルにあっても宇宙の中にあっては、日本
の国は戦略的におよぼすような形にはなってお
りません。このような中で世界経済をしっかり
認識し、地方経済を守っていかなければなりま
せん。このグローバル化した世界の中で、地方
が他の国とどうやって関係を築いていくか、
色々な情報を得ていかなければなりません。昨
年多くの国民はオイル高騰で多大な影響を受け
てしまいました。すべての企業や市民にも影響
しました。しかしながらそのエネルギー政策に

よって世界のバランスが変わり、ロシアが大き
な力を持って、今ロシアは毅然とした外交政策
に入りました。先日北方領土の支援に行った者
が、今までビザなし交流を続けていたものが、
違う形を求めてきましたし、今後のビザなし交
流ののあり方についても、再度外務省との新た
な交渉に入るとの事で、今までの流れとは大き
く変わってきました。しかし、外交的に変わっ
ても私たちは５０年・１００年先を見据えた活動をそ
の地域地域でしてきたのだから、それらの現実
を見据えた上で、色々な情報を集めて尚且つ夢
を持ち続ける事が大切だと思います。
留萌の千望台に上がると、留萌の街を千望台
から見下ろしている五十嵐億太郎翁の像があり
ますが、時代時代に何を夢見て作り上げてきた
のか、私財を投げ売って留萌港を開港し、その
後留萌港から石炭を出す為に南岸のローダーを
含め、留萌港から石炭を積み出すために恵比島
駅を整備しました。実は今年は、特定の企業名
を出すのはどうかと思いますが、鹿島建設とい
う会社の１７０年の歴史を刻んだ年で、新しい年
を迎え１７０周年記念誌を発行しました。鹿島建
設の歩みの中で、一番印象に残る第１話として
五十嵐億太郎との話が載っています。恵比島駅
と石炭ローダー積み出しの話です。その時代、
入札制度というものも無く、五十嵐億太郎と鹿
島建設・鉄道局との話し合いの中で信頼関係を
持って鹿島建設で請け負い金額を決め、恵比島
駅を作り、南岸のローダーの建設を２ヶ年かけ
て工事をしました。この工事は鹿島建設の工事
の中で、信頼関係で行なった初めての工事だと
記載されていました。正直私は、鹿島建設とい
うのは青年会議所の会頭に石川六郎さんがなっ

ＷＥＥＫＬＹＲＥＰＯＲＴ
鞄 鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄



鞄 鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄

た時に、留萌の堀田さんが副会頭に就任した時
位しか、鹿島と留萌の関係はあまり承知してお
りませんでした。しかし鹿島建設１７０周年の歴
史を聞いた時、初めて留萌と鹿島の大きな繋が
りがここにあったと言う事を感じました。また
石川六郎さんと坂田正一さんとの繋がりも、共
に留萌で夢を見、夢を形にかえる思いが、会頭・
副会頭つながりになり、また留萌青年会議所が
大きく飛躍する５０年の流れを作った、基礎を築
いたのだと思います。
この留萌港が明治４３年に国策として開発され
た、そして留萌港を国策とし作った時は、当時
はロシア・ハバロフスク、そしてウランウデな
どとの交流がどうであったかと言う事がいつも
頭の中から消えない事も事実です。大正時代に
すでに２７００人の日本人がウラジオストックで生
活をしていた。これからロシアが極東地区を大
きく戦略的に人口増を図り、準工業地帯として
極東アジア圏に新たな経済圏を築く。そしてウ
ラジオストックからモスクワまで新幹線を作る
というロシア政府としての大きな夢があります
ので、その夢の中で厳寒で厳しい地域での食糧
生産を考えると、私共としては留萌港を利用し
て留萌の背後圏で生産した農産物を、沿海州地
域に出すと言うのはまったくの夢ではなく、再
度現実に繋がるものだと考えています。留萌港
はかつて、五十嵐億太郎が夢見たのは、石炭・
木材を出す港でしたが、今は時代が変わって石
炭を輸入する施設になっています。この港の利
活用を考えますと、もう一度原点に立ち返って
この留萌港の北海道での位置付け、日本全体と
して見た時の留萌港の位置付けになるのか等、
今までは日本海の港湾を持っている地域か、新
潟・富山・石川等含めて沿海州との色々な航路
を結ぶ計画を立てていますが、私共もう一度世
界が大きく変わっていく中にあって、将来の夢
として留萌港の利活用する中から新たな構想も
打ち出していかなければなりません。留萌港の
利活用では青年会議所の皆さんが、海上自衛隊
の誘致を進めてはという話も頂きましたし、留
萌港の利活用については新たな国の政策の中で
国の進める政策の中に、何か利用出来るものが

無いのか、という提言も頂いています。
今、私達が財政危機を乗り越えるにあたって
留萌市の財政再建計画を今回は７年間というこ
とで立てました。市民との懇談会の中や、経済
会の懇談会の中で言われた事が「財政再建さえ
すれば良いのか」、「将来の留萌に行政としての
責任はどういう形で果たしていくのか」、そう
いう厳しい話もされました。私は正直言いまし
て現段階に於いては、財政再建する事は何より
も重要な課題という思いもありましたが、やは
りこの街が生きるために、この街に住む人が生
きるためにもやはり、夢を形にかえる「夢や希
望」その新たな扉を開かなければ、この地域に
住んで良かったと言う市民からの言葉は得られ
ないという事に気付きました。私としても将来
の留萌の夢と言うものを、市民の人々と共通の
認識の中で夢を持ち続け、そして実現するため
に今何をしなければならないのか、また留萌市
民としてどう取り組む芽と種を蒔いていくのか、
そう言う面での今までの価値観と違った、行政
としての責任を果たしていかなければならない
という強い思いを持っています。留萌市が財政
危機になったのは、冒頭話したようにやはり国
の交付税が減った、だから財政危機になった。
しかし、それだけでは説明責任は果たされない
と思いますし、ある意味、目先の事ばかり考え
たから、目先の経済だけ考えて借金してしまっ
たという、そういう意味での反省をしても取り
返しのつく話ではありませんし、ある意味逆に、
借金をしてでもこの街の経済を守らなければな
らなかった。その時、その時代の経済を守るの
は、ある意味で社会資本整備を中心に、公共事
業投資をせざるおえない。ですからその時代時
代の背景を思うと、私は財政危機的状況ではあ
りますが、市民の皆様の理解がいただけたのな
ら、市民の皆さんに今は我慢していただく部分
については我慢していただき、その中で将来の
留萌についての夢にむけての構想と言うものを
はっきりと打ち出していかなければならないと
考えています。

（次週につづく）
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